
複合型施設 みすぎの郷 
地域密着型特養 29 名  ショートステイ(共生型含む) 10 名  デイサービス(地域密着型通所介護・共生型・相当) 18 名  

基準緩和型 １回５名 

新たな試み、みんなで考える 

 

 

 

 

 

 

 

快適な支援の提供 

 

 

 

 

 

 

 

 

施設内研修一覧 

 

 

 

 

 

 

 

SDGｓの取り組み 

 

 

 

 

新採用職員研修         感染症対策研修   

事故防止研修           防災研修 

身体拘束適正化研修      安全運転研修 

虐待防止研修           褥瘡予防研修 

認知症研修             

 

栃木県介護人材確保対策事業費補助金の活用により、個浴バスリフトを２台導

入し、一般浴槽に入ることが難しい方でもリフトの使用により入浴が可能になりまし

た。またこれまでは浴槽に入る際に職員２名で抱えることも多かったですが、現在

は職員１名での介助となっています。プライバシーへの配慮、職員の負担軽減、介

助方法の統一など支援の質の向上に繋がりました。 

中央競馬馬主社会福祉財団の助成があり、２月に福祉車両(トヨタシエンタ)が納

車されました。車椅子が１台乗車可能で、車内も広く快適です。小回りも利き安心安

全な送迎ができています。 

 

 

栃木市我が事・丸ごと事業 小野寺北地域協議体を主体とした、「小野寺かる

た」の制作に参加しました。「小野寺かるた」は、過疎化が進む小野寺北地域での

世代間交流や、ふるさとの歴史や魅力を再発見し、後世に伝え、ふるさとへの愛

着を育むことを目的としています。 

制作期間は約３年。みすぎの郷のご利用者様にも助言をいただきながら作成しま

した。 

 

「開かれた施設」、「地域とともにある施設」を目指し、地域の

行事や会議に積極的に参加しています。また地域の方たちと

連携し住み慣れた地域でいつまでも暮らし続けることができる

地域作りを目指しています。 

入居者様がこれまでの生活を住み慣れた地域で生活でき

るように、また「喜・笑・天・結」をキャッチフレーズにその人らし

い生活の実現ができるように多職種で連携し支援しています。 


